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懇話会の懇話会の背景と目的背景と目的（第１回懇話会より）（第１回懇話会より）

昨今の広島都市圏を取り巻く厳しい社会経済情勢に対し、

広島都市圏の活力や中枢性を高めていく取り組みが急務と

なっている。

そこで、現状の課題に対応し、活力ある広島都市圏の実現

のためには、何に取り組むべきかについて考えていくため、

広島 都市圏のみちづくりを担う国・地方自治体の代表者、

及び経済界・学識経験者を代表する者が一堂に会し、意見交

換を行うことを 通じて、広島都市圏の現状把握を行うとと

もに、「活力ある広島 都市圏の実現に寄与するみちづく

り」について考えていくことを目的とする。
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第１回懇話会の概要第１回懇話会の概要

・札仙広福の都市圏比較を重点的に整理。（人口規模、産業規模、都市機能など）
・同様に広島都市圏内の都市別の人口規模、産業規模、都市機能などを整理。
・最後に、広島都市圏の元気に資する道路整備について言及。

※以下、配布資料の抜粋

■第１回資料の概要

・懇話会の意義を再確認し議論を継続していく。
・みちづくりだけでなく、まちづくりも含めた幅広い視点で議論していく。
・懇話会の議事要旨は、HP上で公開する。

・懇話会の意義を再確認し議論を継続していく。
・みちづくりだけでなく、まちづくりも含めた幅広い視点で議論していく。
・懇話会の議事要旨は、HP上で公開する。

■第１回で賛同頂いた事項
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※各市の通勤依存率５％以上の連担した範囲を都市圏

と定義。（直接通勤圏）

・福岡都市圏２９３万人､札幌都市圏２４１万人、広島都市圏は１８５万人で仙台都市圏とほぼ同規模。

仙台都市圏(8市23町１村） 福岡都市圏(13市27町）

広島都市圏(5市24町１村）札幌都市圏(7市3町１村）

１．都市圏の規模（都市圏人口）

資料：総務省「国勢調査報告」に基づき中国総研作成

※市町村名は平成12年度国勢調査時点のものを示す｡
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資料：広島県「県民経済計算年報」に基づき中国総研作成

産業別市内総生産の推移

市内総生産の推移 市内総生産の推移（1990年度＝1.0）

１９９０年水準まで
低下

・広島市の総生産の減少が最も顕著（１９９０年水準に低下）。

・特に、卸売業と製造業の減少が大きく、サービス業の伸びが鈍化。

３．ＧＤＰ、工業出荷額等（市内総生産、産業別市内総生産）

市内総生産に占めるサービス業の割合

サービス業の伸びが
鈍化

卸売・小売業及び製
造業の低下が著しい

４．都市機能の集積状況（高次都市機能）
・高次な都市機能(高次・準高次)は、ほぼ広島市に集積しているが、高次教育、学術研究、物品賃貸・修理サー
ビスは周辺都市にも集積している。また、各都市は個性的な産業を有している。

・各都市の「強み」を発揮させ、都市圏が「一体の都市」として機能させることが求められている。
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※高次都市機能・準高次都市機能の集積積係数
＝従業者数／（人口×全国の人口１人当たり従業者数）
＝（従業者数／人口）／（全国従業者数／全国人口） 資料：総務省「事業所・企業統計（２００１年）」より中国総研作成
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広島だけを見た場
合は教育サービス
も低い ※高次都市機能

高次教育サービス…大学，専修学校等，文化サービス…映画館，劇場，興業団等，政治・経済・文化中枢…政治経済文化
団体，事業協同組合等，情報生産…出版・印刷，放送業，情報サービス・調査業，産業支援サービス…広告業，デザイン業，
土木建築サービス，その他の専門サービス業等
※準高次都市機能
交通・運輸機能…鉄道業,道路旅客運送業等，通信機能…郵便業,電機通信業，卸売機能…各種商品卸売業，飲食機能…
一般飲食店,その他の飲食店，保険機能…保険業，物品賃貸・修理サービス機能…機械家具等修理業,各種物品賃貸業等，
産業支援サービス機能…広告業,土木建築サービス業等，学術研究機能…学術研究機関

※高次都市機能：概ね人口３０万人以上で、全国平均以上の集積を示す都市機能

準高次都市機能：概ね人口10万人以上で、全国平均以上の集積を示す都市機能
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6．広島都市圏の活力に資する道路整備とは？

事例２：広島市役所からの３０分等域と主な都市機能配置の推移

１９８０年３０分圏

２００３年３０分圏

○中心地からいかに早く周辺域の主な施設に到達するか

呉ＩＣまで

安佐北ＩＣまで

五日市まで

１９９０年３０分圏
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各種資料に基づき広島国道事務所作成

※各年の３０分圏はH11混雑時旅行速度をもとに
広島国道事務所において算定

凡 例
高規格道路

地域高規格道路 ･

自動車専用道路

主要国道

ＪＲ

地下鉄・アストラムライン

路面電車

ＤＩＤ (人口集中地区 )

市町村役場

凡 例
高規格道路

地域高規格道路 ･

自動車専用道路

主要国道

ＪＲ

地下鉄・アストラムライン

路面電車

ＤＩＤ (人口集中地区 )

市町村役場

番号 名　　　　称
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④ 黒瀬工業団地 
⑤ 河内臨空工業団地 

⑥ 丸紅企業団地 
⑦ 竹原工業団地
⑧ 伴北工業団地 
⑨ 宮内工業団地 

⑩ 佐伯工業団地 
⑪ 志和流通団地 
⑫ 河内臨空団地 
⑬ 伴南工業地区 
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工業団地 
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⑰

東西方向に延びていない資料：国土交通省「港湾統計年報」

広島港の
輸出入貨物量の推移

・特定重要港湾の中では、広島港の取扱い貨物量は少ない。

・広島空港の国内線旅客乗降客は仙台、小松と同程度。

・国際会議の開催状況についてみると、東京での開催回数が大きく増加しており、地方中枢都市は横ばい。

5．国内外との繋がり（港湾、空港、国際会議）
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特定重要港湾の取扱貨物量（平成１５年）特定重要港湾の取扱貨物量（平成１５年）

国際会議の開催状況国際会議の開催状況

資料：国際観光振興会（ＪＮＴＯ)調べ

仙台塩釜港の
輸出入貨物量の推移

苫小牧港の
輸出入貨物量の推移

博多港の
輸出入貨物量の推移

国内線旅客乗降客の推移国内線旅客乗降客の推移

資料：国土交通省「数字でみる航空」等
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資料：国土交通省「港湾統計年報」
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都市圏別の就業人口の推移

唯一減少
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札幌圏

仙台圏

広島圏

福岡圏

平７～12年

農林漁業

鉱業･建設業

製造業

商業

サービス業

その他

増加率

(％)

・広島都市圏のみ就業人口が減少。特に商業・製造業従業者数減が目立つ。

２．人口・雇用（就業人口推移、産業別人口増加率）

商業・製造業
が減少

都市圏別の就業人口増加率及び産業別寄与度

資料：総務省「国勢調査報告」
に基づき中国総研作成

資料：総務省「国勢調査報告」
に基づき中国総研作成
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第２回懇話会の概要第２回懇話会の概要

・広島都市圏の『交流・連携』を軸にした仮説を設定
「住んでよし」、「働いてよし」、「訪ねてよし」を支える都市圏内相互の交流・連携関係
の強化が広島都市圏の元気につながる仮説を設定。

・仮説を説明するためのアプローチを設定
「ソーシャルキャピタル」、「フィジカルキャピタル」を設定

・仮説を説明するための事例（データ）を紹介
「アクション」と「結果」の視点から「交流連携→元気」の事例を説明

※以下、配布資料

■第２回資料の概要

■第２回で賛同頂いた事項

・都市圏内の交流・連携は、都市圏の元気につながる。・都市圏内の交流・連携は、都市圏の元気につながる。

0 2 4 6 8 10 12 14

H17年度

Ｈ16年度

（件）

アクションのデアクションのデータータ

産学・企業間の連携産学・企業間の連携

・広島ＴＬＯを介した『大学から都市圏内企業への技術移転数※』
・広島大学発の『ベンチャー企業数』

・広島ＴＬＯを介した『大学から都市圏内企業への技術移転数※』
・広島大学発の『ベンチャー企業数』

●企業リスト●企業リスト

５東京工業大学３位

５九州工業大学３位

５広島大学３位

６九州大学２位

９筑波大学１位

企業数大学順位

５東京工業大学３位

５九州工業大学３位

５広島大学３位

６九州大学２位

９筑波大学１位

企業数大学順位

●● 大学発ベンチャー設立大学トップ大学発ベンチャー設立大学トップ1010
（平成（平成1616年度設立数）年度設立数）

●● 技術移転件数技術移転件数※※

主に広島大学、
県立広島大学
との連携が多い

倍増

資料／広島大学HP

●企業リスト●企業リスト

全国３位

ソーシャルキャピタル

資料／広島産業振興機構HP
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※技術移転件数：大学から企業へ技術移転を行い、現在

特許出願申請中のものを指す

ベンチャー企業名 広島大学関係学部
（有）スリーブラケッツ 医学部・歯学部附属病院口腔健康発育歯科矯正歯科

（株）HUMANIX 大学院医歯薬学総合研究科

（有）ADAPTEX 大学院教育学研究科

ハイビームテクノロジー（有） 大学院先端物質科学研究科
（有）生物振動研究所 総合科学部

『『働いてよし働いてよし』』の事例の事例

資料／広島産業振興機構HP

技術移転先の企業 企業の住所 関係大学 締結日
（株）江波工作所 広島市南区 広島大学 Ｈ16

（株）ジェイ・エム・エス 広島市中区 県立広島大学 Ｈ16

（株）勝光山研究所 庄原市西本町 県立広島大学 Ｈ16

（株）メンテック 広島市安芸区 近畿大学 Ｈ16

（株）ヒロマイト 広島市東区 広島大学 Ｈ16

東芝機械（株） 静岡県沼津市 広島大学 Ｈ17

県内企業 企業の希望により非公開 広島大学 Ｈ17

（株）ツーセル 広島市南区 広島大学 Ｈ17

丸善工業（株） 広島県安芸郡海田町 広島大学 Ｈ17

ラボテック（株） 広島市佐伯区 県立広島大学 Ｈ17

県内企業 企業の希望により非公開 広島大学 Ｈ17

（株）勝光山研究所 庄原市西本町 県立広島大学 Ｈ17

（株）ミカサ 広島市西区 広島大学 Ｈ17

県外企業 企業の希望により非公開 広島工業大学 Ｈ17

県外企業 企業の希望により非公開 広島大学 Ｈ17

(株)山陰プロスハート 島根県松江市 県立広島大学 Ｈ17

県外企業 企業の希望により非公開 広島大学 Ｈ17

資料／広島大学HP

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

2002年 2003年 2004年 2005年

（千
円
）

企業の収益変化企業の収益変化

・代表的な企業の業績変化・代表的な企業の業績変化

▲江波工作所の売り上げ額の変化

研究機関との活発な技術提携を行っている企業の成果
（ＴＬＯの第１号企業 江波工作所のケース）

業績は増加傾向

補助人口心臓用簡易駆動装置

広島大学との技術協力により
従来、高価で大型であった医療器具の小型化に成功

従来品 開発製品

結果のデ結果のデータータ

資料／広島県企業年鑑2005
※ただし、2005年は予定額

アクション：産学・企業間の連携アクション：産学・企業間の連携
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『『働いてよし働いてよし』』の事例の事例

資料／知恵の輪ニッポンHP

キャピタルを充実化
させる

アクションとは？

広島都市圏の『元気』の構図(２)

社会インフラがしっかり

していること

社会インフラがしっかり

していること

『社会インフラがしっかりしていること（フィジカル・キャピタル）』、『地域社会がしっかりしていること
（ソーシャル・キャピタル）』の２つのキャピタルの充実化が交流・連携を強化し、都市圏の元気につながる

Physical Capital
フィジカル・キャピタル

Physical Capital
フィジカル・キャピタル

Social Capital
ソーシャル・キャピタル

Social Capital
ソーシャル・キャピタル

●フィジカルキャピタルの定義：生産を容易にする・物質的・完全に実体的な公共資本

地域社会がしっかり

していること

地域社会がしっかり

していること

を充実化 を充実化

●ソーシャルキャピタルの定義：人々の関係の中に存在し、行動を容易にする関係の変化によって生まれる・それほど
実体的ではない公共資本
※引用資料：Coleman, James S. (1988). ‘Social Capital in the Creation of Human Capital’ American Journal of Sociology, 94/Supplement: S95-S120.

都市圏内の交流・連携関係都市圏内の交流・連携関係

キャピタルが充実化されたことにより

が強化・促進

●広島都市圏の「元気」をみるためのアプローチ

概 念 データ整理の視点

交流・連携の結果
創出されるものは？

住んでよし、働いてよし、訪ねてよし
の地域形成を実現 ～元気な広島都市圏～

住んでよし、働いてよし、訪ねてよし
の地域形成を実現 ～元気な広島都市圏～

アクション

結 果

広島都市圏の元気
の強化・持続

＝
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都市圏の元気を見るためのデータ項目都市圏の元気を見るためのデータ項目

・人口の変化

・交通状況の変化（都市間の連絡時間、
公共交通機関の利用客変化）

・人の動き（通勤・通学流動、買物流動、
Ｕターン・Ｉターン）

・高次医療施設からのカバー圏域の変化

・渋滞損失時間の変化

・災害による被害の変化

・犯罪件数の変化

・新設着工住宅数の変化

・交通インフラの整備（道路ネットワーク、
公共交通サービス）

・多様な文化・芸術の企画状況

・災害時の体制整備、災害後の復旧取組み

・ＮＰＯ（ボランティア）活動の状況

住んでよし

人口・環境・交通・
医療・福祉・買い
物・
文化・防災・治安・
教育

・企業の収益変化

・雇用状況の変化（有効求人倍率、地域
内大学からの雇用状況）

・ＧＤＰの変化、設備投資の変化

・物流変化

・個人所得の変化

・交通インフラの整備（道路ネットワーク、

公共交通サービス）

・産学・企業間の連携（ＴＬＯ、ベンチャーの
起業）

・雇用支援施策

働いてよし
（起業してよし）

ＧＤＰ・企業収益・
所得・雇用

都
市
圏
の
元
気

・観光入込み客数の変化

・観光消費額の変化

・交通インフラの整備（道路ネットワーク、

公共交通サービス）

・観光資源の活用

・周遊旅行の企画状況

・ＮＰＯ（観光ボランティア）活動の状況

訪ねてよし

観光資源・観光交通

結果アクション

・人口の変化

・交通状況の変化（都市間の連絡時間、
公共交通機関の利用客変化）

・人の動き（通勤・通学流動、買物流動、
Ｕターン・Ｉターン）

・高次医療施設からのカバー圏域の変化

・渋滞損失時間の変化

・災害による被害の変化

・犯罪件数の変化

・新設着工住宅数の変化

・交通インフラの整備（道路ネットワーク、
公共交通サービス）

・多様な文化・芸術の企画状況

・災害時の体制整備、災害後の復旧取組み

・ＮＰＯ（ボランティア）活動の状況

住んでよし

人口・環境・交通・
医療・福祉・買い
物・
文化・防災・治安・
教育

・企業の収益変化

・雇用状況の変化（有効求人倍率、地域
内大学からの雇用状況）

・ＧＤＰの変化、設備投資の変化

・物流変化

・個人所得の変化

・交通インフラの整備（道路ネットワーク、

公共交通サービス）

・産学・企業間の連携（ＴＬＯ、ベンチャーの
起業）

・雇用支援施策

働いてよし
（起業してよし）

ＧＤＰ・企業収益・
所得・雇用

都
市
圏
の
元
気

・観光入込み客数の変化

・観光消費額の変化

・交通インフラの整備（道路ネットワーク、

公共交通サービス）

・観光資源の活用

・周遊旅行の企画状況

・ＮＰＯ（観光ボランティア）活動の状況

訪ねてよし

観光資源・観光交通

結果アクション

緑字：フィジカルキャピタルを示すデータ

赤字：ソーシャルキャピタルを示すデータ

下線：現状分析事例のあるデータ

・「住んでよし」、「働いてよし」、「訪ねてよし」の観点から元気をみるデータを整理
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社会インフラがしっかり

していること

社会インフラがしっかり

していること

Physical Capital
フィジカル・キャピタル

Physical Capital
フィジカル・キャピタル

Social Capital
ソーシャル・キャピタル

Social Capital
ソーシャル・キャピタル

地域社会がしっかり

していること

地域社会がしっかり

していること

を充実化 を充実化

都市圏内の交流・連携関係都市圏内の交流・連携関係

キャピタルが充実化されたことにより

が強化・促進

元気な広島都市圏元気な広島都市圏

を実現

都市圏の元気創出のための構図（※第２回懇話会より）

第３回懇話会における論点第３回懇話会における論点

広島市広島市廿日市市など廿日市市など 東広島市など東広島市など

呉市など呉市など

交流・連携を強化交流・連携を強化

『住んでよし』、『働いてよし』、『訪ねてよし』
『学んでよし』、『憩い』
の都市圏の実現

※『学んでよし』、『憩い』は第2回の議論で追加した項目

『住んでよし』、『働いてよし』、『訪ねてよし』
『学んでよし』、『憩い』
の都市圏の実現

※『学んでよし』、『憩い』は第2回の議論で追加した項目

広島都市圏の元気
につながる

広島都市圏の元気
につながる

都市圏の元気につながる交流・連携の事例について議論頂く。都市圏の元気につながる交流・連携の事例について議論頂く。

都市圏の元気をみる
視点

4



第３回懇話会で着目する事例第３回懇話会で着目する事例

働いてよし働いてよし 訪ねてよし訪ねてよし 学んでよし学んでよし 憩い憩い住んでよし住んでよし

都市圏の元気をみる視点

第３回では、『訪ねてよし』の視点に焦点をあて、
都市圏内の交流・連携が元気に結びついていると考えられる

事例を紹介する。

第３回では、『訪ねてよし』の視点に焦点をあて、
都市圏内の交流・連携が元気に結びついていると考えられる

事例を紹介する。
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広島県の観光客の動向広島県の観光客の動向 ～旅行形態変化の視点～～旅行形態変化の視点～ 訪ねてよし
の事例
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日帰り客 宿泊客 観光消費額

■広島県の日帰り・宿泊観光客数の推移および観光消費額の推移

日帰り観光の増加により、観光消費額が増加する傾向にある
（交通手段は自家用車が増加傾向）

日帰り観光の増加により、観光消費額が増加する傾向にある
（交通手段は自家用車が増加傾向）

宿泊客は横ばいである一方、日帰り観光客は、
年々増加傾向にあり、観光消費額も増加傾向にある

宿泊客は横ばいである一方、日帰り観光客は、
年々増加傾向にあり、観光消費額も増加傾向にある

◆旅行代理店ヒアリング結果（H18.9実施）
・近年、日帰りパック旅行の利用者は増加傾向にある。
旅行代理店によっては、日帰りパックのみを取り扱う
店舗もある。

◆旅行代理店ヒアリング結果（H18.9実施）
・近年、日帰りパック旅行の利用者は増加傾向にある。
旅行代理店によっては、日帰りパックのみを取り扱う
店舗もある。

旅
行
業
者の声

旅
行
業
者

旅
行
業
者の声

の声

1,876 1,859 2,109 2,071 2,021 2,148 2,122 2,142 2,384

888 785 800
782 789 821 824 854 947

552 486 746 546 520 500 494 487 543

429 391 360 337 325 354 344 340 350
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40%
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80%

100%
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交
通
手
段
割
合

自家用車 鉄道 バス 船舶 航空機 その他

■広島県の観光客の交通手段割合推移

自家用車による来訪
が増加傾向

自家用車による来訪
が増加傾向

TOPICS
TOPICS
TOPICS
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出典：広島県入込観光客統計調査



日帰り観光が増加している主な要因日帰り観光が増加している主な要因～広島都市圏に着目～～広島都市圏に着目～
訪ねてよし
の事例

日帰り観光が増加している主な要因として、広島市を中心とした都市間の所要時間短縮
（集客範囲の拡大・周遊性の向上）が考えられる。

日帰り観光が増加している主な要因として、広島市を中心とした都市間の所要時間短縮
（集客範囲の拡大・周遊性の向上）が考えられる。

広島
都市圏

浜田

資料／ＪＲ時刻表、道路時刻表
注）高速バスの時間は各年代（1970年・2005年）のJR時刻表に掲載してあるも
のから判断し、ＪＲによる時間は各年代のＪＲ時刻表（1970年・2005年）より
算出（最速値）。

※1：下関・岡山－広島間の高速バス所要時間（1970年）は、高速バス自
体が運行されていないため、1990年道路時刻表を用いて国道2号
ルートの所要時間を参考値として掲載。

※2：山口－広島間の高速バス所要時間（2005年）は、高速バスが廃止に
なっているため、05～06年道路時刻表を用いて山陽道ルートの所要時間
を参考値として掲載。

350分

210分

131分 36分鉄道

250分 150分
高速
バス

256分

150分

鉄道

なし

なし

高速
バス

高速
バス鉄道

高速
バス300分

220分

185分
91分

123分 38分鉄道

247分 120分
高速
バス

なし

なし

鉄道

青字：1970年 → 赤字：2005年

広島
廿日市

資料／Ｈ11道路交通センサス・ＪＲ時刻表（1970年・2005年）

注）ＪＲによる時間短縮・便数変化は、ＪＲ時刻表より算出し、自動車による時間短縮は、1970年
および2004年度のそれぞれの道路網を用いて、Ｈ11センサスの旅行速度をベースに算出。

40分 27分鉄道
88分 55分自動車

45分 26分鉄道
66分 32分自動車

20分 20分鉄道
51分 43分自動車

青字：1970年 → 赤字：2005年

◆旅行代理店ヒアリング結果（H18.9実施）
・日帰りパック旅行が増加している大きな要因として、
移動時間短縮による「手軽さ」、バス移動による
「費用の安さ（個人で移動するに比べて）」
が考えられる。

・広島市周辺の施設を周遊する場合、東は岡山県、
西は下関からの日帰りパックツアーが組まれている。
（山陽道などの高速ネットワークが出来る前は、
日帰りパックの対象範囲は極端に狭かった。）

◆旅行代理店ヒアリング結果（H18.9実施）
・日帰りパック旅行が増加している大きな要因として、
移動時間短縮による「手軽さ」、バス移動による
「費用の安さ（個人で移動するに比べて）」
が考えられる。

・広島市周辺の施設を周遊する場合、東は岡山県、
西は下関からの日帰りパックツアーが組まれている。
（山陽道などの高速ネットワークが出来る前は、
日帰りパックの対象範囲は極端に狭かった。）

旅行業者
の声

旅行業者
旅行業者
の声の声

◆旅行代理店ヒアリング結果（H18.9実施）
・昔は、広島と言えば、宮島・平和記念資料館のパック
が主であったが、施設間の移動時間の短縮、新規施設
のオープンなどにより、大和ミュージアムやマリーナ
ホップなど様々な観光施設の周遊パックを企画している。
・ただし、宮島については、観光ピーク時の渋滞が激しく、
到着時間を読めないため、お客様にご迷惑をおかけする
こともある。

◆旅行代理店ヒアリング結果（H18.9実施）
・昔は、広島と言えば、宮島・平和記念資料館のパック
が主であったが、施設間の移動時間の短縮、新規施設
のオープンなどにより、大和ミュージアムやマリーナ
ホップなど様々な観光施設の周遊パックを企画している。
・ただし、宮島については、観光ピーク時の渋滞が激しく、
到着時間を読めないため、お客様にご迷惑をおかけする
こともある。

旅行業者
の声

旅行業者
旅行業者
の声の声

松江

岡山

下関

山口

廿日市

東広島

呉

■広島都市圏内の周遊時間変化

各都市からの
移動時間は
大幅に短縮
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※1

※1
※2



観光客の増加に向けた取り組み観光客の増加に向けた取り組み ～周遊性に着目～～周遊性に着目～ 訪ねてよし
の事例

旅行形態からみた『広島都市圏の観光の現状』は旅行形態からみた『広島都市圏の観光の現状』は

日帰り観光客の増加により、全体の観光入り込み客・観光消費額が増加日帰り観光客の増加により、全体の観光入り込み客・観光消費額が増加

現 在 の 取 り 組 み現 在 の 取 り 組 み

都市圏内での施設間の周遊性を高め、都市圏内での滞在時間を増加させることにより、
観光客・消費額の増加（都市圏の元気）が求められる。

都市圏内での施設間の周遊性を高め、都市圏内での滞在時間を増加させることにより、
観光客・消費額の増加（都市圏の元気）が求められる。

8

例えば・・・

今後も引き続き観光客を増加させるためには今後も引き続き観光客を増加させるためには

日帰り観光の安定確保とともに、宿泊観光の促進が必要日帰り観光の安定確保とともに、宿泊観光の促進が必要

◆都市圏内での周遊性を向上させるための取り組み

・周遊手段の多様化 (P10)
・周遊モデルコースの提供 (P11)
◆観光客に滞在して頂くための取り組み

・滞在型観光の推進 (P12)

◆地域の活力を活かした取り組み

・市民主導型の観光活性化 (P13)
・学生による観光活性化 (P14)

◆拠点施設の取り組み

・世界遺産「宮島」の観光活性化 (P15)



周遊成功事例：周遊成功事例：「北陸地域の周遊成功事例」「北陸地域の周遊成功事例」 訪ねてよし
の事例

県をまたいだ取り組み

・石川県と福井県をまたいで運行する「おでかけ号」をきっかけに、企画旅行が人気になり、観光客が増加
・その他に石川県七尾市では、北陸・関西周遊ルートを開設予定。

・石川県と福井県をまたいで運行する「おでかけ号」をきっかけに、企画旅行が人気になり、観光客が増加
・その他に石川県七尾市では、北陸・関西周遊ルートを開設予定。

▼おでかけ号

資料／石川県HP

資料／北陸中日新聞（2005/10/25）

2004年に、石川県加賀市の山中温泉観光協会と福井県の永平寺
が共同で両施設を結ぶ定期観光バス「おでかけ号」を運行

2004年に、石川県加賀市の山中温泉観光協会と福井県の永平寺
が共同で両施設を結ぶ定期観光バス「おでかけ号」を運行

2005年10月、「おでかけ号」を活用した「座禅と写経」の
体験ツアーを企画

2005年10月、「おでかけ号」を活用した「座禅と写経」の
体験ツアーを企画

・石川県七尾市の和倉温泉「加賀屋」は、能登空港と和歌山県の南紀白浜空港とをつなぐ「北陸・関西ルート」を開設予定。

・「加賀屋」を中心に石川県内のホテルなど関係20社でつくる「能登チャーター機受入れ協議会」も広域化し、富山、長野、

岐阜を巻き込む組織を拡大するつもり

・石川県七尾市の和倉温泉「加賀屋」は、能登空港と和歌山県の南紀白浜空港とをつなぐ「北陸・関西ルート」を開設予定。

・「加賀屋」を中心に石川県内のホテルなど関係20社でつくる「能登チャーター機受入れ協議会」も広域化し、富山、長野、

岐阜を巻き込む組織を拡大するつもり

さらに

その結果

▼おでかけ号のルート

さらに

9

「観光客は増加」、「ＪＴＢ時刻表にも載るヒット商品になった」、「旅館の稼働率も上向いた」「観光客は増加」、「ＪＴＢ時刻表にも載るヒット商品になった」、「旅館の稼働率も上向いた」

・2005年3月～10月中旬までの利用者は、6千人近くにも達した。
・「おでかけ号」のダイヤが大手旅行会社JTBの時刻表に掲載されるほどのヒット商品になった。
・山中温泉は今シーズン観光客数は久しぶりに前年を上回った。
・温泉観光協会は、「新たに開業した旅館だけでなく、古くからの旅館も稼働率が上向いてきた」と話している。
・温泉観光協会は、おでかけ号のダイヤにあわせて金沢駅や小松空港と温泉街を結ぶ直通バスが運行できないかア
イデアをめぐらせている。

・2005年3月～10月中旬までの利用者は、6千人近くにも達した。
・「おでかけ号」のダイヤが大手旅行会社JTBの時刻表に掲載されるほどのヒット商品になった。
・山中温泉は今シーズン観光客数は久しぶりに前年を上回った。
・温泉観光協会は、「新たに開業した旅館だけでなく、古くからの旅館も稼働率が上向いてきた」と話している。
・温泉観光協会は、おでかけ号のダイヤにあわせて金沢駅や小松空港と温泉街を結ぶ直通バスが運行できないかア
イデアをめぐらせている。



大和ミュージアム

資料／ええじゃん広島県パンフレット

▼ＪＲおよびフェリーで周遊する観光施設

現在の取り組み：現在の取り組み：「周遊手段の多様化」「周遊手段の多様化」 訪ねてよし
の事例

JR・ﾌｪﾘｰによる周遊

・都市圏内４施設を対象にしたＪＲ周遊チケットを発売
・観光施設を結ぶクルージング船が就航

・都市圏内４施設を対象にしたＪＲ周遊チケットを発売
・観光施設を結ぶクルージング船が就航

厳島神社
厳島神社宝物館

▼ＪＲぐるりんパス（都市圏内４施設を対象にしたＪＲ周遊チケット）

▼クルージングレストラン銀河で巡る
「呉湾クルージングと大和ミュージアム」

クルージングレストラン銀河

資料/呉市ＨＰ

広島港を発着とした呉湾ク
ルージングと大和ミュージア
ムの見学コースをセットにし
た周遊プラン

広島港

厳島神社、厳島神社宝物館、ひろしま美術館、大和ミュージアムの
都市圏内の４施設の
入場券にＪＲの周遊
チケットを加えた周
遊プラン

ひろしま美術館

資料/ＪＲ西日本ＨＰ

広島湾遊覧航路

【原爆ドームと宮島を結ぶ航路】
【マリーナホップ発着のあまんじゃくクルーズ】

の２航路が就航

【原爆ドームと宮島を結ぶ航路】
【マリーナホップ発着のあまんじゃくクルーズ】

の２航路が就航

▼原爆ドームと宮島、マリーナホップと宮島を結ぶ航路
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現在の取り組み：現在の取り組み：「周遊モデルコースの提供」「周遊モデルコースの提供」 訪ねてよし
の事例

HPによる周遊モデルコースの提供

▼観光情報・ひろしまナビゲーターHP ▼ひろしま修学旅行ガイドHP

半日～３日間コースまで
広島・宮島・岩国を含めた観光モデルコースを設定

廿日市市の産業観光地、呉市の入船山記念館
などを含めた、モデルコースを設定

・広島市が中心となり、ひろしま修学旅行ガイドをHPで公開
・広島市を含む周辺自治体の一般的な観光地、産業観光地などを対象にし、モデルコース等を設定。

・広島市が中心となり、ひろしま修学旅行ガイドをHPで公開
・広島市を含む周辺自治体の一般的な観光地、産業観光地などを対象にし、モデルコース等を設定。

11



現在の取り組み：現在の取り組み：「滞在型観光の推進」「滞在型観光の推進」 訪ねてよし
の事例

修学旅行の誘致

資料／2006.8.2（中国新聞）

▼修学旅行誘致に向けた広島市・呉市の共同での取り組み

・修学旅行誘致に向けて、広島市・呉市が共同で、三重県・静岡県の中学教員を招きＰＲ。・修学旅行誘致に向けて、広島市・呉市が共同で、三重県・静岡県の中学教員を招きＰＲ。

広島市・呉市が共
同で修学旅行の誘
致活動を実施
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現在の取り組み：現在の取り組み：「市民主導型の観光活性化」「市民主導型の観光活性化」 訪ねてよし
の事例

広島県外
2%

広島県内
6%

広島市
5%

東広島市
2%

廿日市市
0%

呉市
85%

現在、約500名の方々が
呉を元気にするための市民グループ
「ワイワイ応援団」に参加。

そのうち、約２割は呉市外の方々。

現在、約500名の方々が
呉を元気にするための市民グループ
「ワイワイ応援団」に参加。

そのうち、約２割は呉市外の方々。

約500名

主に呉市民により運営されているポータルサイト
ショッピング、観光案内、求人案内等、幅広い情報

を提供・共有している。

ワイワイ応援団参加者の居住地

▼市民運営によるポータルサイト

・住民による「呉市の元気づくり」のためのポータルサイトの運営（呉市民に限らず、都市圏内の他都市からも参加）・住民による「呉市の元気づくり」のためのポータルサイトの運営（呉市民に限らず、都市圏内の他都市からも参加）

市民による呉のポータルサイト作成
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現在の取り組み：現在の取り組み：「学生による観光活性化」「学生による観光活性化」 訪ねてよし
の事例

学生による元気づくり

・修道大学の学生が主体となり、呉市の商店街ではフリーマーケットを開催、宮島では人力車を営業し、それぞれのまち
の元気づくりに貢献

・修道大学の学生が主体となり、呉市の商店街ではフリーマーケットを開催、宮島では人力車を営業し、それぞれのまち
の元気づくりに貢献

資料／中国新聞（2006.9.28）

▼呉市（商店街）での取り組み ▼廿日市市（宮島）での取り組み

資料／中国新聞（2006.6.10）

資料／中国新聞（2003.11.16）

修道大学の学生が
呉市商店街で
フリマ開催

修道大学の学生が
宮島で人力車のベンチャー会社

「安芸人力組」を結成
今では、10分1000円で営業中

元「安芸人力組」のメンバーが
宮島で地元密着型のカフェをオープン
宮島では珍しい深夜まで営業

14



●有識者 広島大学教授

広島文教女子大学教授

●住民代表 宮島町総代会長

●観光関連団体 （社）宮島観光協会

厳島神社権宮司
ひろしま通訳・ガイド協会
（社）広島県観光連盟
（財）広島観光コンベンションビューロー
廿日市市観光協会
大野町観光協会
宮島口商店会 等

●関係行政機関 中国運輸局

広島県
廿日市市

●旅客輸送会社 JR西日本

●マスコミ 中国新聞社

㈱中国放送

●旅行会社 JTB

ひろでん

●オブザーバー NHK広島放送局

環境省広島自然保護官事務所
（社）宮島観光協会

現在の取り組み：現在の取り組み：「世界遺産「宮島」の観光活性化」「世界遺産「宮島」の観光活性化」 訪ねてよし
の事例

・廿日市市観光まちづくり懇話会において、多様な分野のメンバーが今後の宮島観光について議論を行い、具体的な
アクションプログラムを策定。

・廿日市市観光まちづくり懇話会において、多様な分野のメンバーが今後の宮島観光について議論を行い、具体的な
アクションプログラムを策定。

まちづくり懇話会の開催

▼廿日市市観光まちづくり懇話会報告書

▼廿日市市観光まちづくり懇話会の様子

◆観光地宮島のグレードアップ施策の提言

参加している主なメンバー参加している主なメンバー

・宮島観光のおもてなし戦略等が提言され、具体的には、おもてなしの
こころの醸成や快適な観光環境の整備、または交通アクセスの対策等
が提言された。

◆提言の実現に向けてのアクションプログラム

・主な具体的方策としては、観光従事者の接遇やおもてなし研修の実施、
快適なトイレの整備や清掃の強化、宮島口での交通渋滞の緩和等が取り
まとめられた。

幅広い分野の有識者に
よる議論が交わされた

15



参考：国土交通省の取り組み（参考：国土交通省の取り組み（ビジットジャパンビジットジャパン））

外国人の誘客増へ向けた民間組織の取組み補助
～観光ルネッサンス補助制度～
・選定地域：倉敷

外国人の誘客増へ向けた民間組織の取組み補助
～観光ルネッサンス補助制度～
・選定地域：倉敷

HPによる中国地方の観光情報の提供
～まち歩き中国ナビ～
・４カ国語により、中国地方の魅力を目的別、
ジャンル別に紹介

HPによる中国地方の観光情報の提供
～まち歩き中国ナビ～
・４カ国語により、中国地方の魅力を目的別、
ジャンル別に紹介

旅行代理店への商品化等の支援 ～観光まちづくりアドバイザリー会議～
・旅行会社と一緒になったアドバイス

旅行代理店への商品化等の支援 ～観光まちづくりアドバイザリー会議～
・旅行会社と一緒になったアドバイス

観光カリスマの選定
・観光振興に成功した取組の紹介
・次世代の観光リーダー育成
中国地方８名選定

観光カリスマの選定
・観光振興に成功した取組の紹介
・次世代の観光リーダー育成
中国地方８名選定

高度な情報提供を進める先進事例への支援 ～まちめぐりナビプロジェクト～
・尾道・倉敷

高度な情報提供を進める先進事例への支援 ～まちめぐりナビプロジェクト～
・尾道・倉敷

日本 海外
1740万人

670万人

目標1,000万人
（2010年）

「ビジットジャパンキャンペーン」の実施
（実施本部長：国土交通大臣）
・海外メディアを活用した広報・宣伝
・トップセールスの実施
・国・地方自治体が共同で行う事業 など

官民一体となった取組の立ち上げ支援
～地域づくり実践プラン～
・選定地域：萩・益田・津和野、隠岐の島、玉
野・小豆島 鳥取東部

官民一体となった取組の立ち上げ支援
～地域づくり実践プラン～
・選定地域：萩・益田・津和野、隠岐の島、玉
野・小豆島 鳥取東部

・ビジットジャパンは、日本人の海外旅行者が約1,600万人であるのに対して我が国を訪れる外国人旅行者は、その3分の1以下である約500万人に過ぎ

ないことから、その格差をできる限り早期に是正するための取り組み。2010年までに約1,000万人の訪日外国人誘致を実現することを目標としている。

・ビジットジャパンは、日本人の海外旅行者が約1,600万人であるのに対して我が国を訪れる外国人旅行者は、その3分の1以下である約500万人に過ぎ

ないことから、その格差をできる限り早期に是正するための取り組み。2010年までに約1,000万人の訪日外国人誘致を実現することを目標としている。
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参考：国土交通省の取り組み（参考：国土交通省の取り組み（日本風景街道日本風景街道））

・R185号みちばた会議において、「R185みちばた海道マップ」を作成するなどして観光情報を提供。

・Ｒ１８５みちばた会議は、国道１８５号沿線の呉市・東広島市・竹原市・三原市にお住まいの方々と、行政の協力のもと、国

道１８５号沿線の歴史・文化・自然などの隠れた魅力を再発見し、それらの地域資源を活かした「まちづくり・みちづくり」を

行うことを目的とした取り組み。

・R185号みちばた会議において、「R185みちばた海道マップ」を作成するなどして観光情報を提供。

・Ｒ１８５みちばた会議は、国道１８５号沿線の呉市・東広島市・竹原市・三原市にお住まいの方々と、行政の協力のもと、国

道１８５号沿線の歴史・文化・自然などの隠れた魅力を再発見し、それらの地域資源を活かした「まちづくり・みちづくり」を

行うことを目的とした取り組み。

▼R185みちばた海道マップ（2006年版）

19



参考：国土交通省の取り組み（参考：国土交通省の取り組み（走りやすさマップ走りやすさマップ））

・「走りやすさ」ランクや車線数を、色や線の太さによって視覚的にわかりやすく表示し、現地の道路事情に詳しくない観光ド

ライバー等へ情報提供することにより安全・安心な運転をしていただくこと、また、道路網の整備状況を面的に把握し整備計画

へ活用していくことを目的としたマップ。カーナビに搭載するため、産官で共同研究。

・「走りやすさ」ランクや車線数を、色や線の太さによって視覚的にわかりやすく表示し、現地の道路事情に詳しくない観光ド

ライバー等へ情報提供することにより安全・安心な運転をしていただくこと、また、道路網の整備状況を面的に把握し整備計画

へ活用していくことを目的としたマップ。カーナビに搭載するため、産官で共同研究。

▼中国幹線道路調査事務所ホームページより

【普通の道路マップ】

【走りやすさマップ】
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参考：広島都市圏における観光施設の新規ｵｰﾌﾟﾝ・ﾘﾆｭｰｱﾙ参考：広島都市圏における観光施設の新規ｵｰﾌﾟﾝ・ﾘﾆｭｰｱﾙ 訪ねてよし
の事例

大和ミュージアム
（2005 OPEN）

大和ミュージアム
（2005 OPEN）

マリーナホップ
（2005 OPEN）

マリーナホップ
（2005 OPEN）

海自史料館
（2007 OPEN予定）

海自史料館
（2007 OPEN予定）

ガラスの里
（2004 ﾘﾆｭｰｱﾙ）

ガラスの里
（2004 ﾘﾆｭｰｱﾙ）本通りヒルズ

（2007 OPEN予定）

本通りヒルズ
（2007 OPEN予定）

チチヤスパーク内
ちゅーピーパーク
（2005 OPEN）

チチヤスパーク内
ちゅーピーパーク
（2005 OPEN）

ようそこ醸華町西条
（2006 取り組み開始）

ようそこ醸華町西条
（2006 取り組み開始）

新規オープン・リニューアル
施設と既存の施設の効果的な
交流・連携が求められる
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